






新生児外科が,わが国において定着してからすでに 10 数年が経過し,非重症例や成熟児に

おける手術成績は良好となってきた。しかし,呼吸管理,抗ショック療法,長期経静脈栄養等

の supporting therapy の進歩によって,重症例の救命率も増加の傾向を示している。新生

児外科の最終的目的は,そのままの状態では生命を維持していけない先天性疾患に対して

手術を行ない,社会生活を行ない得る成人にまで発育させることである。しかし,この最終

目的を果たすことはかならずしも容易ではない。とくに,先に述べたような supporting 

therapy を必要とする重症例の救命率は,非重症例の患児に比し良好とは言えず,しかも重

症例の長期予後についてはいまだ不明の点も少なくない。 

この研究においては,特に重症新生児外科的疾患の救命率向上,あるいは予後調査を行ない,

新生児外科の最終目的を果たすことにある。近年,出生率の減少と新生児外科を取り扱う施

設の増加にともない,一施設で取り扱われる症例が減少していることもあり,意とした研究

成果を得るために,多くの施設に研究協力者として参加をお願いした。 

昭和 59 年度における研究として長期高カロリー輸液の施行上の問題点,経腸栄養の開発,

消化管穿孔を中心とした抗ショック療法における種々の問題,未熟児の術中術後管理,特定

疾患の予後,極小未熟児の遠隔成績等の諸問題を明らかにしてきた。なお,わが国において

予後が悪いとされ,救命率の低かった新生児心大血管疾患における治療の現況,およびその

手術成績の現況について明らかにしてきた。 


